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大学リーグやまぐち事業報告書（案） 
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上
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「山口県県内進学ガイドブック 2020」及び 
「山口県オープンキャンパスマップ」の作成・配布 

１ 

県内進学・仕事魅力発信フェアの開催（共催） ２ 

県内大学等の魅力発信（SNS、ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｽﾀﾝﾄﾞ、出前講義・夏
休みこども塾、やまぐち学生サポート、ムーヴマンネオ） 

３ 

全学ＦＤ・ＳＤ講演会 ４ 

大学マネジメントセミナー2020 in やまぐち ５ 

県
内
就
職
部
会 

県内企業の魅力を発信する企画・イベント開催等の促進 
（コーディネーターの配置） 

６ 

「山口きらめき企業の魅力発見フェア」（Ｊｏｂフェア）の
開催 

７ 

ミニＪｏｂフェアの開催 ８ 

地
域
貢
献
部
会 

地域や企業との連携促進 ９ 

課題解決型教育プログラム（ＰＢＬ）の促進 10 

山口県大学ＭＬ（博物館・図書館）連携特別展 11 

 



区分

事業名称

主催

担当者 所属・職名： 県学事文書課　大学班　主任

[連絡先] TEL：083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨・目的等

事業計画

経費項目 員数 単価 金額

協議会負担金 302,400

返還金（進学ガイドブック等作成負担金） ▲ 37,037

計 265,363

事業実績

－

　県内大学等の「魅力」や「良さ」について高校生等の理解を深め、県内大学等への主体的な
進路選択につなげることで、県内進学の促進を図る。

１　山口県 県内進学ガイドブック２０２１の作成・配布

　　・内　容：県内大学、専門学校等を紹介する冊子の作成・配布
　　・部　数：１４，５００部（主に高校２年生に配布）
　　・時　期：令和３年２月

　
２　２０２０山口県オープンキャンパスマップの作成・配布

　　・内　容：県内大学、専門学校等のオープンキャンパス情報が
　　　　　　　掲載されたマップの作成
　　・部　数：３８，０００部（高校生全学年に配布）
　　・時　期：令和２年６月上旬

経費支出内訳

【令和２年度の実績】
　《作成数及び配布対象》

　　１　県内進学ガイドブック

　　　　「県内で進学・就職した先輩の声」及び「学べる学問分野・
       取得できる主な資格一覧」の掲載者を増やし内容を充実
         ・部数：14,500部作成（主に高校２年生に配布）

　
　　２　オープンキャンパスマップ周知用リーフレット

　　　　新型コロナウイルス感染症の影響によるオープンキャンパス
　　　の日程等の変更に対応するため、マップは電子データ配信とし、
　　　周知用のリーフレットを作成
　　　　・部数：38,000部（高校全学年に配布）

　　※１及び２のPDFファイル並びに１のデジタルブックを作成し、
      県内高校生に周知

E-mail：a10400@pref.yamaguchi.lg.jp

令和２年度 大学リーグやまぐち 事業報告書（案）

県内進学

「山口県 県内進学ガイドブック」及び「山口県オープンキャンパスマップ」の作成・配布

山口県 県内進学・仕事魅力発信協議会（担当：県学事文書課）

氏名：　杉田　裕二

※返還金はＲ３事業の財源に充当
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区分

事業名称

主催

担当者 所属・職名： 県学事文書課　大学班　主任

[連絡先] TEL：083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨・目的等

事業計画

経費項目 員数 単価 金額

－ － － －

計 －

事業実績

－

　県内高校生を対象に、県内の大学や専門学校、さらには仕事や県内企業の魅力を伝え、本県
の魅力を再認識してもらうことにより、県内進学・県内就職を通じた地域産業を支える人材の
育成や若者の県内定着の促進を図る。

１　開催日時等
（１）日　時　令和３年２月９日（火）　１０：００～１５：００（予定）
（２）場　所　維新百年記念公園　維新大晃アリーナ

２　対象
　　県内の高校１・２年生を中心に約２，０００人

３　出展内容（予定）
（１）学校案内　（県内大学、短期大学、専修学校・各種学校の学校紹介及び入学相談）
（２）学校体験　（大学や学校での講義・研究発表や実習を通じた模擬入学）
（３）仕事体験　（仕事の内容を実際に体験し、イメージや適性を肌で感じる）
（４）仕事紹介　（仕事のプロから、やりがいや楽しさ、魅力など経験談を聞く）
（５）企業紹介　（県内企業から業務内容や仕事の話を聞く）
（６）進路相談　（仕事に就くための進路や必要な資格・免許等についての相談）
（７）そ の 他　（学校魅力発信等）

経費支出内訳

【令和２年度の実績】

　新型コロナウイルス感染症等の状況を踏まえ実行委員会において中止が決定された。

E-mail：a10400@pref.yamaguchi.lg.jp

令和２年度 大学リーグやまぐち 事業報告書（案）

県内進学

県内進学・仕事魅力発信フェアの開催（共催）

県内進学・仕事魅力発信フェア実行委員会

氏名：　杉田　裕二

 2



区分

事業名称

主催

担当者 所属・職名： 県学事文書課　大学班　主任

[連絡先] TEL：083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨・目的等

経費項目 員数 単価 金額

－ － － －

計 0

事業実績

－

　若者の県内進学等を促進するため、県内高校生や大学生に対して、ＳＮＳ、インフォメー
ションスタンド等により県内大学等の魅力等を発信するとともに、やまぐち学生サポートや
ムーヴマン・ネオ等において企業等と連携した県内大学との魅力向上を図る。

経費支出内訳

【令和２年度の実績】
　○ＳＮＳによる情報発信　《投稿数》７２件
　〇インフォメーションスタンドの設置・活用
　　・随時、大学案内、イベント及び公開講座等の周知に活用
　〇出前講義等の実施
　　・高校生及び小中学生を対象とし、各学校に講義の利用を周知
　　・「夏休みこども塾」は、新型コロナウイルス感染症の影響により実施機関なし
　〇やまぐち学生サポート事業
　　・ＳＮＳを通じ、学生、事業者双方に周知
　　・新規登録事業者：１社（コワーキングスペース「ヒカリバ」）
　○ムーヴマン・ネオの収録校：１２校
　　　山口学芸大学、山口県立農業大学校、山陽小野田市立山口東京理科大学、東亜大学、
　　　水産大学校、山口短期大学、山口県立大学、至誠館大学、梅光学院大学、
　　　岩国短期大学、下関短期大学、宇部フロンティア大学短期大学部

事業計画

　○ＳＮＳによる情報発信（ツイッター、インスタグラム、ＬＩＮＥ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ）
　　　大学のイベント情報やキャンパスライフなど、大学の「魅力」や「特色」を紹介する。
　　（掲載例：オープンキャンパスや学園祭のＰＲ、ムーブマン・ネオの収録等）

　〇インフォメーションスタンドの設置・活用
　　　県内７箇所に設置した専用のインフォメーションスタンドを
　　活用し、県内大学等の情報を発信する。
　　《設置場所》　① ＪＲ新山口駅構内　　② ＪＲ山口駅構内
　　　　　　　　　③ ルルサス防府２階　　④ ＪＲ徳山駅構内
　　　　　　　　　⑤ シーモール下関　　　⑥ ＪＲ岩国駅構内
　　　　　　　　　⑦ シンフォニア岩国

　〇出前講義、夏休みこども塾の開催
　　　大学等を身近に感じていただくこと等を目的として、各大学
    が実施する幅広い分野の専門的な出前講義の内容を取りまとめ、
    県内公私立小中高校等に周知する。
　　　また、夏休みを中心に県内小学校等を対象とした「夏休みこ
    ども塾」を開催し、地域における大学の存在感等の向上を図る。

  〇やまぐち学生サポート事業
　　　県内事業所による料金割引などのサービスにより、県内大学
　　生等を応援する取組を推進する。

　○ムーヴマン・ネオとの連携
　　　大学生等が山口県を活性化するアイディアを出し合うディス
　　カッション番組「ムーヴマン・ネオ」と連携し、県内大学等の
　　ＰＲを行う。
　　　・番組ウェブページにて配信：毎月第４土曜日　19：00～

E-mail：a10400@pref.yamaguchi.lg.jp

令和２年度 大学リーグやまぐち 事業報告書（案）

県内進学・魅力向上

県内大学等の魅力発信（ＳＮＳ、インフォメーションスタンド、出前講義・夏休みこども塾、
やまぐち学生サポート、ムーヴマン・ネオ）

大学リーグやまぐち　県内進学・魅力向上部会（担当：県学事文書課）

氏名：　杉田　裕二
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区分

事業名称

主催

担当者 所属・職名：教育支援課教育企画係長

[連絡先] TEL：083-933-5150　FAX：083-933-5225

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨・目的等

事業計画

経費項目 員数 単価 金額

講師講演謝金（２名） － － 19,992

計 19,992

事業実績

【令和２年度の実績】

　《開催日時等》

　　・日　時：令和3年3月3日（水）
　　　　　　　 14：00～16：30

　　・実施方法：オンライン聴講及び会場聴講
　　　　　　　　（山口大学吉田キャンパス 共通教育メディア講義室）

　　・テーマ：教学マネジメントについて考える
               ～「大学全体」「学位プログラム」「授業科目」
　　　　　　　レベルに着目して～

    ・参加者：１６４名

E-mail：ga115@yamaguchi-u.ac.jp

－

大学教職員の質の向上や大学機能の強化等を図るため、研修会を実施する。

＜概要＞
　令和2年1月に公表された『教学マネジメント指針』をテーマに、大学全体レベル・学位プロ
グラムレベル・授業科目レベルにおいて求められる教学マネジメントのあり方について解説
し、教学マネジメントを支えるFD・SD・教学IRの意義や課題に関する理解を深める。参加者と
の意見交換を通して、今後の教学マネジメントの方向性について見つめ、具体に考える機会と
したい。

　１　開催時期
　　　令和３年３月初旬（予定）

　２　テーマ
　　　「教学マネジメントについて考える
　　　　　～『教学マネジメント指針』が求めているものとは～（仮題）」
　　　（１）教学マネジメントに関する事例紹介と問題提起
　　　（２）意見交換

　３　主　催
　　　大学リーグやまぐち、山口大学

経費支出内訳

令和２年度 大学リーグやまぐち 事業報告書（案）

魅力向上

全学ＦＤ・ＳＤ講演会

大学リーグやまぐち　県内進学・魅力向上部会　ＦＤ・ＳＤﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ（担当：山口大学）

氏名：　背戸　英明

実施案内チラシ
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区分

事業名称

主催

担当者 所属：山口大学総務企画部人事課服務管理係長

[連絡先] TEL：083-933-5028

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨・目的等

事業計画

経費項目 員数 単価 金額

講師講演謝金（２名） － － 26,242

計 26,242

事業実績

【令和２年度の実績】
　《開催日時等》

　　・日　時：令和２年12月21日（月）
　　　　　　　14：30～16：30
　　・場　所：オンライン聴講及び会場聴講
　　　　　　　（山口大学大学会館2階会議室）
　　・テーマ：『大学マネジメントのためのマインドセット』
　　・参加者：大学教職員等　１２４名

E-mail：sh029@yamaguchi-u.ac.jp

大学マネジメント研究会、大学行政管理学会中国・四国地区研究会（予定）

大学教職員の質の向上や大学機能の強化等を図るため、研修会を実施する。

＜概要＞
　大学を取り巻く環境が複雑化する中で大学マネジメントのあり方が益々大切になってきてお
り、各大学におけるスタッフ・ディベロップ（SD）の充実が必要不可欠である。しかし、2017
年度のSD義務化以降、SD活動に関する議論等が必ずしも活発化していない現状がある。そこ
で、大学におけるSD活動の意義や価値を改めて考えることを目的に、外部講師等による話題提
供のほか、参加者との意見交換を行う。このような機会提供を通して、やまぐち地域が抱える
高等教育機関共通のテーマについて理解を深めるとともに、大学教職員間のネットワークの充
実を図る。

　１　開催時期
　　　令和２年１２月（予定）

　２　テーマ
　　　「今改めて考えるスタッフ・ディベロップメント（SD）の意義と価値
　　　　　　　　～2020年以降の大学マネジメントを見据えて～（仮題）」
　　　　（１）大学のSD活動に関する有識者や実践者による話題提供
　　　　　　　●日常的業務を通したSD活動
　　　　　　　●研修プログラムを通したSD活動
　　　　（２）意見交換

　３　主　催　　大学リーグやまぐち・山口大学

　４　共　催　　大学マネジメント研究会、
　　　　　　　　大学行政管理学会中国・四国地区研究会（予定）

経費支出内訳

令和２年度 大学リーグやまぐち 事業報告書（案）

魅力向上

大学マネジメントセミナー2020 in やまぐち

大学リーグやまぐち　県内進学・魅力向上部会　ＦＤ・ＳＤﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ（担当：山口大学）

氏名：平川 理恵
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区分

事業名称

実施主体

担当者 所属・職名：総務企画部地域連携課・課長

[連絡先] TEL：083-933-5406

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨・目的等

事業計画

経費項目 員数 単価 金額

人件費、管理費等
※財源は県から山口大学への直接補助

－ － 8,930,000

計 8,930,000

事業実績

　山口大学にコーディネーターを配置し、大学生等に対して企業や自治体の仕事等の魅力を発
信する企画・イベントの開催を促進することで、県内企業等の認知度向上を図るとともに、若
者の地元企業等への就職・県内定着の促進等につなげる。

　　山口大学にコーディネーターを配置し、Ｊｏｂフェア及びミニＪＯＢフェアを開催すると
　ともに、大学キャンパス等を活用した県内企業の魅力を発信する企画・イベント等の開催等
　を支援し、学生の県内就職を促進する。

　○配置人数：２名

　○配置場所：山口大学地域未来創生センター

　○業務内容
　　・「山口きらめき企業の魅力発見フェア(Ｊｏｂフェア)」の開催
　　・ミニＪｏｂフェアの開催
　　・県内大学等が取り組む県内企業紹介イベント（学内企業研究会、ガクセイ社会科見学、
　　　会社説明会等）の開催に関する企画・調整支援
　　・県内企業の就職関連情報（会社説明会、採用活動等）の収集及び各大学等への提供
　　・その他、学生の県内企業の認知度向上や県内就職・定着に向けた各種取組に対する支
　　　援・調整等

経費支出内訳

【令和２年度の実績】

　・「山口きらめき企業の魅力発見フェア(Ｊｏｂフェア)」：11/7(土)維新百年記念公園
　・ミニＪｏｂフェア：10/31(土)下関市立大学、11/11(水)徳山大学、2/12(金)IT・ものづ
    くり
　・ガクセイ社会科見学：12/9(水)長門市（㈱フジミツ他）
　・県内企業の就職説明会や採用活動の情報を収集し、各大学等へ提供

E-mail：sh064@yamaguchi-u.ac.jp

令和２年度 大学リーグやまぐち 事業報告書（案）

県内就職

県内企業の魅力を発信する企画・イベント開催等の促進（コーディネーターの配置）

大学リーグやまぐち　県内就職部会（担当：山口大学）

氏名：萩原　淳
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区分

事業名称

実施主体

担当者 所属・職名：総務企画部地域連携課・課長

[連絡先] TEL：083-933-5406

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨・目的等

事業計画

経費項目 員数 単価 金額

－ － － －

※主に企業からの出展料等を財源として実施。

計 0

事業実績

【令和２年度の実績】

　○「山口きらめき企業の魅力発見フェア(Ｊｏｂフェア)」の開催
　　・日　　時：令和２年１１月７日（土）　１０：００～１５：００
　　・場　　所：維新百年記念公園　維新大晃アリーナ
　　　※オンデマンドによる県内企業の動画配信も併せて実施（10/26～11/27）
　　・出展者数：対面 ５９機関、Ｗｅｂ ３３機関
　　・参加者数：対面 ７２７人、Ｗｅｂ ９,９４６回（延べ再生回数）

令和２年度 大学リーグやまぐち 事業報告書（案）

県内就職

「山口きらめき企業の魅力発見フェア」（Ｊｏｂフェア）の開催

大学リーグやまぐち　県内就職部会（担当：山口大学）

氏名：萩原　淳

E-mail：sh064@yamaguchi-u.ac.jp

　就職活動前の大学生等を主な対象として、県内企業の製品や技術等の紹介をを行うフェアを
開催することにより、県内企業等の認知度向上を図るとともに、若者の地元企業等への就職・
県内定着の促進につなげる。

○「山口きらめき企業の魅力発見フェア(Ｊｏｂフェア)」の開催
　
　大学１年生から３年生を主としたキャリア教育を目的として、地域の魅力、企業・自治体の
魅力について直接説明を受け、理解を深める機会を提供

（１）開催時期：令和２年１１月７日（土）　１０：００～１５：００

（２）開催場所：維新百年記念公園　維新大晃アリーナ

（３）開催内容：企業・自治体等がブースを設置し、山口県内企業等の製品、サービス、技術
　　　　　　　　等を担当者が学生等に説明

　　※2016年(H28年)から毎年開催しており、今回で６回目の開催

経費支出内訳
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区分

事業名称

実施主体

担当者 所属・職名：総務企画部地域連携課・課長

[連絡先] TEL：083-933-5406

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨・目的等

事業計画

経費項目 員数 単価 金額

負担金 － － 105,810

計 105,810

事業実績

　就職活動前の大学生等を主な対象として、県内企業の製品や技術等の紹介をを行うフェアを
開催することにより、県内企業等の認知度向上を図るとともに、若者の地元企業等への就職・
県内定着の促進につなげる。

○ミニＪｏｂフェアの開催
　
　Ｊｏｂフェアのノウハウを活用し、県東部・西部のエリアやＩＴ・ものづくり等の分野に特
化し、大学キャンパス等を活用した小規模の県内企業等の魅力紹介イベントを開催

（１）開催時期：令和２年１０月～令和３年２月

（２）開催場所：県内高等教育機関のキャンパス　等

（３）開催内容：企業・自治体等がブースを設置またはオンラインにより、山口県内企業等
　　            の製品、サービス、技術等を担当者が学生等に説明

経費支出内訳

【令和２年度の実績】
　○県西部ミニＪｏｂフェアの開催
　　・日　　　時：令和２年１０月３１日（土）
　　　　　　　　　１０：００～１５：００
　　・場　　　所：下関市立大学
　　　　　　　　　健康・スポーツセンター　メインアリーナ
　　・出展機関数：２０機関

　○県東部ミニＪｏｂフェア
　　・日　　　時：令和２年１１月１１日（水）
　　　　　　　　　１４：３０～１７：００
　　・場　　　所：徳山大学　８号館　８１１、８１２教室
　　・出展機関数：２３機関

　○ＩＴ・ものづくり企業によるオンラインミニＪｏｂフェア
　　・日　　　時：令和３年２月１２日（金）
　　　　　　　　　１０：００～１５：００
　　・出展機関数：１４機関

E-mail：sh064@yamaguchi-u.ac.jp

令和２年度 大学リーグやまぐち 事業報告書（案）

県内就職

ミニＪｏｂフェアの開催

大学リーグやまぐち　県内就職部会（担当：山口大学）

氏名：萩原　淳
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区分

事業名称

実施主体

担当者 所属・職名：教育研究支援部地域連携部門長

[連絡先] TEL：083-928-5622

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨・目的等

事業計画

経費項目 員数 単価 金額

人件費、管理費等 － － 12,892,114

計 12,892,114

事業実績

－

　大学と企業等のマッチングを行い、地域や企業等の課題を解決することにより、地域におけ
る大学の存在感や地域貢献力を高める。

　　山口県立大学にコーディネーター等を配置し、地域・企業等の課題解決に向けた大学の研
　究等とのマッチングを推進する。
　
　　○配置人数：１名

　　○配置場所：山口県立大学　地域共生センター

　　○業務内容：
　　　・大学シーズの売込みと企業ニーズの掘り起こし
　　　・大学と企業等との交渉等に関する連絡調整
　　　・大学シーズに係る連絡調整

経費支出内訳

　【令和２年度の実績】

　　○訪問件数　　　４７企業・団体
　
　　○マッチング成立状況（５件）
　　　・Ａ社［県東部］：商品を用いた予防効果に係る基礎研究（山口県立大学）
　　　・Ｂ社［県央部］：大学シーズに基づく新製品開発（山口大学）
　　　・Ｃ社［県西部］：新製品開発（山口大学）
　　　・Ｄ社［県西部］：現行商品の応用展開（県産業技術センター）
　　　・Ｄ社［県西部］：現行商品の応用展開（山口県立大学）

E-mail：cccd@yamaguchi-pu.ac.jp

令和２年度 大学リーグやまぐち 事業報告書（案）

地域貢献

地域や企業との連携促進

大学リーグやまぐち　地域貢献部会（担当：山口県立大学）

氏名：中島　玲子
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区分

事業名称

実施主体

担当者 所属・職名：教育研究支援部地域連携部門長

[連絡先] TEL：083-928-5622

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨・目的等

事業計画

経費項目 員数 単価 金額

人件費、管理費等 － － 12,892,114

計 12,892,114

事業実績

－

　企業と大学等が連携して取り組む課題解決型の教育プログラム（ＰＢＬ）の実施に向けた環
境整備を行い、地域が必要とする人材の育成を図る。

　○山口県立大学にコーディネーター等を配置し、県内大学におけるＰＢＬの実施に向けた
　　企業と大学のマッチング等を実施する。
　
　１　コーディネーターの配置　１名
　　　・各大学の窓口やパートナーの企業・市町等と調整
　　　・新規・取組大学のパートナー探し　　　　　　等
　
　２　ＰＢＬ実践報告会の開催

　３　ＰＢＬに係る広報

経費支出内訳

【令和２年度の実績】
　
  ○令和３年度ＰＢＬ協力パートナー契約成立状況（５４件）
　　　　山口大学国際総合科学部　１９
　　　　梅光学院大学　　　　　　１９
　　　　山口県立大学　　　　　　　８
　　　　徳山大学　　　　　　　　　５
　　　　山口学芸大学　　　　　　　１
　　　　東亜大学　　　　　　　　　１
　　　　至誠館大学　　　　　　　　１
　　　　　　計　　　　　　　　　５４

　○ＰＢＬ実践報告会の開催
　　・テーマ：「地域を元気に！コロナ禍での学生たちの挑戦」
　　・日　時：令和３年２月１８日（木）　１４：３０～１７：００
　　・場　所：山口県立大学２号館　４０１教室
　　・参加者数：８１名（うちZOOM参加１９名）

　○ＰＢＬに係る広報（ラジオ放送）
　　ＫＲＹ山口放送　お昼はZENKAIラヂオな時間　第１水曜　13:10～13:25
　　「Across the boders! グローバル世界にCatch Up！」　全１２回放送
　　（ＰＢＬ関係者や参加学生への取組状況等に関するインタビュー）

E-mail：cccd@yamaguchi-pu.ac.jp

令和２年度 大学リーグやまぐち 事業報告書（案）

地域貢献

課題解決型教育プログラム（ＰＢＬ）の促進

大学リーグやまぐち　地域貢献部会（担当：山口県立大学）

氏名：中島　玲子

再掲
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区分

事業名称

主催

担当者 所属・職名：学術基盤部学術基盤推進課副課長

[連絡先] TEL：083-933-5181　　　FAX：083-933-5171

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨・目的等

事業計画

経費項目 員数 単価 金額

特別展ポスター・チラシ作成 － － 60,450

特別展報告書作成 － － 42,240

計 102,690

事業実績

【令和２年度の実績】

　○　「のぞむ」をテーマに、県内8大学9館が学術資料等を展示

 　《開催期間》Ｒ２年１０月～Ｒ３年１月

　※新型コロナウイルス感染症の影響により、３大学が学内の学生、
　　教職員のみの閲覧に変更し、１校が開催を中止。

令和２年度 大学リーグやまぐち 事業報告書（案）

地域貢献

山口県大学ML（博物館・図書館）連携特別展

山口県大学ML連携事業事務局（担当：山口大学）

氏名：田村広明

E-mail：li322@yamaguchi-u.ac.jp

共催：山口県大学図書館協議会
後援：大学博物館等協議会・山口県博物館協会・山口県図書館協会

　県内大学が所蔵する学術資料や研究成果をもとに展示活動を実施し、大学のブランディング
及び地域への大学の説明責任の一端を果たすとともに、大学間連携の強化及び地域貢献力の向
上を図る。

○　各大学での連携開催の形式とし、開催期間を定めた上で、各大学において資料展示等を
　行う。
　
　《開催時期》
　　１０月～１月（予定）　※最短でも２ヵ月間展示

経費支出内訳
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